平成２４年度当初予算　　　支出科目　　款：農林水産業費　　項：林業費　　目：林業振興費
	事業名: 上下流連携による森林づくり推進事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　　　林政部　林政課　森林づくり担当　電話番号：058-272-1111（内3020）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11511@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：149千円（前年度予算額：179千円）

	事業内容


	１　事業の内容


平成11年9月の流木災害を契機に、神通川・庄川流域の上流と下流にある岐阜県、富山県及び中部森林管理局（国有林を所管）が「飛越地域森林・林業連携協議会」(以下「協議会」という。) を設置している。この協議会を通じて、神通川・庄川流域の森林整備・保全活動に取り組んでいる。
（１）連携会議及び現地検討会の開催
岐阜県・富山県が隔年交代で連携会議を開催している。平成２４年度は富山県にて開催予定。
（２）森林づくりに関する普及啓発活動
	２　所要経費


　　　旅費　　　　　　　143千円　(他県等との情報交換旅費等）

　　　需用費　　　　　　　3千円

　　　役務費              3千円

	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅰ 安心して暮らせるふるさと岐阜県づくり

６ 社会資本の安全性が高く、災害への備えが整った地域をつくる

　・山地、農地、河川、道路等の災害対策を進める

Ⅳ 美しい自然と環境を守る「清流の国」づくり
１ 森・川・海をつなぐ清流とふるさとの自然を守る
　・水源から河口近くまでの河川を多数有する県として、県内河川の自然と水質を守り、流域全体の環境保全に貢献する。
	２　これまでの取組状況


平成11年の「9･15豪雨災害」での流木被害を契機として、平成12年度に上下流連携による森林整備推進を目的とした「飛越地域森林・林業連携協議会」が設立された。
平成12年度以降、協議会の中に設けられた会議を通じて、神通川・庄川流域全体の森林整備・保全活動に取り組んでいる。

	会議の名称
	内　　容

	上下流連携森林・林業連絡会議
	上下流連携による森林整備に関する検討

	治山・保安林連携連絡会議
	技術交流、保安林管理のための情報交換

	間伐関係事業打ち合わせ会議
	間伐材の利活用の取組み


	３　これまでの取組に対する評価


岐阜県・富山県の間伐や木材生産の方針、保安林や治山施設の整備状況等について技術検討や情報交換を行うことにより、両県の施策を通じて流域の森林整備を進めることができた。
今後は、市町村や森林づくり活動団体等での自主的な森林整備活動等との連携を図りながら、流域の森林整備活動に対する支援を展開していく。

	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度

予算額
	179
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	179

	要求額
	149
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	149

	決定額
	149
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	149


